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（
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
五
第
二
項
中
「
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に

第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
八
第
二
項
中
「
及
び
第
百
二
十
二
条
」
を「
、
第
百
二
十
二
条
及
び
第
百
三
十
条
第
一
項
第
五
十
号
」

に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
中「（
第
四
項
に
お
い
て
「
組
合
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
会
社
が

組
合
等
の
行
う
事
業
若
し
く
は
営
む
業
務
の
た
め
に
又
は
」
を
削
り
、「
に
従
属
業
務
」
の
下
に「（
信
用
事
業
に
従
属

す
る
業
務
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
当
該
組
合
等
又
は
」
を
削
る
。

第
八
十
七
条
第
四
項
第
十
三
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

当
該
連
合
会
の
保
有
す
る
人
材
、
情
報
通
信
技
術
、
設
備
そ
の
他
の
当
該
連
合
会
の
行
う
第
一
項
第
三
号

又
は
第
四
号
の
事
業
に
係
る
経
営
資
源
を
主
と
し
て
活
用
し
て
行
う
事
業
で
あ
つ
て
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業

の
生
産
性
の
向
上
そ
の
他
の
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
事
業
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
八
十
七
条
第
十
一
項
た
だ
し
書
中
「
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
」
を「
及
び
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
。
第
四
項
」
を
「
。
第
十
号
、
第
七
項
及
び
次
条
第
一
項
」
に
、「
及
び
次
条
」
を

「
か
ら
第
八
十
七
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
第
五
号
ロ
に
お
い
て
「
信
託
兼
営

銀
行
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中「（
次
項
」
を「（
第
五
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
次
項
第
六
号
」
を
「
次
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

次
に
掲
げ
る
業
務
を
専
ら
営
む
会
社
（
イ
に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
会
社
に
あ
つ
て
は
、
当
該
連
合
会
、
そ
の

子
会
社
（
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
会
社
に
限
る
。）そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
者
と
し
て
主
務
省
令

で
定
め
る
も
の
の
行
う
事
業
又
は
営
む
業
務
の
た
め
に
そ
の
業
務
を
営
ん
で
い
る
も
の
に
限
る
。）

イ

従
属
業
務

ロ

金
融
関
連
業
務
（
当
該
連
合
会
が
証
券
専
門
会
社
及
び
証
券
仲
介
専
門
会
社
の
い
ず
れ
を
も
子
会
社
と
し

て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
証
券
専
門
関
連
業
務
を
、
当
該
連
合
会
が
信
託
兼
営
銀
行
及
び
信
託
専
門
会
社

の
い
ず
れ
を
も
子
会
社
と
し
て
い
な
い
場
合
（
当
該
連
合
会
が
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
の

事
業
を
行
う
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
信
託
専
門
関
連
業
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）

第
八
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
よ
る
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
）

第
八
十
七
条
の
二
の
二

第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
連
合
会
（
子
会
社
対
象
会
社
を
子
会
社
と
し

て
い
る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
連
合
会
の
属
す
る
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
（
連
合
会
及
び
そ
の
子
会

社
の
集
団
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
経
営
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
「
経
営
管
理
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
の
経
営
の
基
本
方
針
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
針
と
し
て
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
の
策
定
及
び
そ
の
適
正
な
実
施
の
確
保

二

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
連
合
会
及
び
会
社
相
互
の
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
お
け
る
必

要
な
調
整

三

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
の
業
務
の
執
行
が
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
体
制
の
整
備

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
グ
ル
ー
プ
の
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
の
確

保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
第
六
号
中
「
当
該
会
社
の
議
決
権
を
、」を
削
り
、「
並
び
に
次
条
第
三
項
」
を
「
及
び
第

八
号
並
び
に
第
八
十
七
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
、
合
算
し
て
、」を
「
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
（
」
に
、「
超
え

て
」
を
「
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
超
え
る
議
決
権
を
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
前
各
号
に
掲

げ
る
会
社
」
を
「
子
会
社
対
象
会
社
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
二
中「
次
条
第
一
項
」

を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
、
当
該
会
社
の
議
決
権
を
」
を
削
り
、「
、
合
算
し
て
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
」
を
「
合
算
し
て
そ
の
」
に
、「
超
え
て
」
を
「
超
え
る
議
決
権
を
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
活
動
を
行
う
会
社
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
（
当
該

連
合
会
の
特
定
子
会
社
以
外
の
子
会
社
又
は
当
該
連
合
会
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権

を
有
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）

九

前
各
号
に
掲
げ
る
会
社
の
ほ
か
、
情
報
通
信
技
術
そ
の
他
の
技
術
を
活
用
し
た
当
該
連
合
会
の
行
う
前
条
第

一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
事
業
の
高
度
化
若
し
く
は
当
該
連
合
会
の
利
用
者
の
利
便
の
向
上
に
資
す
る

業
務
若
し
く
は
地
域
の
活
性
化
、
産
業
の
生
産
性
の
向
上
そ
の
他
の
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
業
務

又
は
こ
れ
ら
に
資
す
る
と
見
込
ま
れ
る
業
務
を
営
む
会
社
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社

第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
、「
取
得
」
を
「
、「
子
会
社
の
」
と
あ

る
の
は
「
子
会
社
（
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
子
会
社
を
い
う
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
」

と
、「
取
得
」
に
、「
同
項
の
」
を
「
同
条
第
一
項
の
」
に
、「
又
は
第
六
号
の
二
」
を
「
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
、
子
会
社
対
象
会
社
の
う
ち
」
を
削
り
、「
又
は
第
七
号
」
を
「
、
第
九
号
又
は
第
十
号
」
に
、「
掲

げ
る
従
属
業
務
」
を
「
規
定
す
る
従
属
業
務
」
に
改
め
、「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
並
び
に
次
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
」
及
び「（
従
属
業
務
を
営
む
会
社
に
あ
つ
て
は
、
当
該
連
合
会
の
行
う
事
業
の
た
め
に
そ
の
業
務
を
営
ん
で

い
る
会
社
に
限
る
。）」
を
削
り
、「
と
き
」
の
下
に「（
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
会
社
（
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
を

除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
連
合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
取
得

し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
と
き
）」を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
と
な
る
」を「（
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
会
社（
前

項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
連
合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議

決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
会
社
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
」
に
改
め
、同
条
第
六
項
中「
そ

の
」
を
「
現
に
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
連
合
会
が
」
の
下
に
「
前
項
の
規
定
に
よ
り

定
款
で
定
め
た
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
」
に
、「
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
」
を
「
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認

可
を
受
け
て
そ
の
子
会
社
と
な
つ
た
認
可
対
象
会
社
を
引
き
続
き
子
会
社
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
現
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

第
一
項
の
連
合
会
は
、
当
該
連
合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を

有
し
て
い
る
子
会
社
対
象
会
社
（
当
該
連
合
会
の
子
会
社
及
び
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
会
社
（
第
四
項
の
主
務
省

令
で
定
め
る
会
社
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。）が
同
号
に
掲
げ
る
会
社
と
な
つ
た
こ
と
を

知
つ
た
と
き
は
、
引
き
続
き
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
行
政
庁
の
認
可
を

受
け
た
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
知
つ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
当
該
同
号
に
掲
げ
る
会
社
が
当
該
連

合
会
又
は
そ
の
子
会
社
が
合
算
し
て
そ
の
基
準
議
決
権
数
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
会
社
で
な
く
な
る
よ
う
、

所
要
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
七
条
の
二
第
十
項
を
削
る
。
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